大学図書館について思うこと by 木原, 正夫
Title大学図書館について思うこと
Author(s)木原, 正夫
Citation静脩 (1977), 14(2): 1-2
Issue Date1977-09
URL http://hdl.handle.net/2433/36768
Right
Type Article
Textversionpublisher
Kyoto University

図書・雑誌の種類，出版点数は急増し，研究論文
などの学術情報量（年間約400万件の論文が発表
されているといわれている）もまた急増している。
今後この傾向は，科学・技術の進歩，研究者の増加
とともに，一層すすむであろうことが予想される。
　また旧来の形態での図書・雑誌・資料などにか
わり，マイクロフィルム，マイクロカード，マイ
クロフィッシュ，磁気テープなど新らしい形態の
資料が増えてきている。
　さらにまた，科学・技術の進歩は，新らしい学
問領域を生みだし，研究領域の分化，領域間の境
界の交錯，自然科学部門内のみならず，自然科学
と人文・社会科学部門間の協力をますます必要と
してぎている。
　このような学術研究の領域における諸変化，こ
れにともなう利用者の要求の多様化にたいし，現
状のままでは，どこまで対応することができ，図
書館としての機能を発揮することができるかとい
う問題がある。旧来の収集・整理の仕方，検索や
分類の方法では，多様化した利用者の要求に十分
答えきれなくなってきている。
　コンピューター化や形式的な集中方式だけで，
すべて解決するものではないが，自然科学部門の
ばあい，コンピューターなどの導入により，情報
処理と情報伝達の集中化，迅速化をすすめること
が必要となってきている。このような点での立遅
れはないであろうか。
　京都大学では，部局図書館が中心となり，教育・
研究に大きな貢献をしてきたし，この点現在も変
りない。しかしながら，図書館が科学・技術の進
歩に対応するだけではなく，積極的に科学・技術
の発展をうながすうえで貢献するためには，部局
図書館の自主性を侵さず，その独自性を尊重しな
がら，部局図書館の枠内では解決しえない問題を，
全学的立場から取上げ，解決するために，中央館
の果す役割はまことに大きいものがあるといえよ
う。また中央館独自の活動分野も拡大している現
在，中央館の役割，機能はいかにあるべきかを明
確にすることが急務ではないだろうか。
　幸い，林館長のもとで図書館の改善について鋭
意検討がすすめられている。たんなる検討に終る
ことなく，せっかく貴重な図書・資料の蓄積をも
つ京大図書館が，事態の進展に遅れることなく，
その機能を果しうるよう実りある結論が一日も早
く出されることを祈るものである。なお，図書館
が教育・研究に貢献しうるか否かは，実際に運営
にたずさわる職員の方がたに依存することが多
い。広く職員の意見を聞くことも運営改善のため
に不可欠ではなかろうか。最後にこのことを申し
添えておきたい。
　　　　　　　　　　　　資料紹介
深作光貞氏旧蔵書寄贈される
　深作光貞先生（本学文学部フランス文学出身で
現在は京都精華短期大学学長）の御厚意により御
蔵書の一部分であるフランス文学中世，ルネサン
スの研究資料約70冊の御寄贈を受けたが，そのほ
とんどが19世紀末から今世紀前半にかけてフラン
スで出版された非常に得がたい資料である。中で
も詩人Marot，C16mellt（1496－1544）の全集：
Le㏄uvres　de　Cl6ment　Marot　de　Cahors　en
Quercy，valet　de　chambre　du　Royl　augment6es
d’un　grand　nombre（1e　ses　compositions　nou－
velles　par　cidevant　non　imprim6es，＿〔Edition
Georges　Guiffrey〕　Paris，〔1875－1931〕5vols．
front。（port．）illus．25cm．は550部限定出版の
内の一部で完全に揃っていて，本学でもはじめて
所蔵する貴重なエディションである。このような
稀潮書を文学部に備えることが出来，この分野の
研究成果を期待するとともに寄贈者にあらためて
深く感謝する次第である。
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